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広
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▼
編
集
後
記

　

特
集
１
ペ
ー
ジ
目
の
ぽ
っ
こ
り

お
腹
の
写
真
。
実
は
こ
う
い
っ
た

写
真
も
、
取
材
写
真
同
様
に
自

分
た
ち
で
撮
影
し
て
い
ま
す
。

　

ぽ
っ
こ
り
お
腹
は
、
町
民
課

の
係
長
に
協
力
を
依
頼
。
不
名

誉
な
お
願
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

快
諾
し
て
く
れ
ま
し
た
。
個
室

で
男
２
人
の
撮
影
会
。
無
言
で

撮
る
の
も
変
な
の
で「
い
い
で
す

ね
ー
。
最
高
で
す
！
」と
謎
の
声

掛
け
を
し
な
が
ら
何
と
か
完
了
。

　

何
気
な
い
写
真
の
背
景
も
想

像
し
な
が
ら
見
て
み
る
の
も
面
白

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。   （
松
本
）

　

大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
新

成
人
の
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
成
人
式
当
日
、
カ
メ

ラ
を
向
け
る
と
キ
ラ
キ
ラ
し
た

笑
顔
で
応
え
て
く
れ
る
皆
さ
ん

に
、シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
手
が
止

ま
ら
な
か
っ
た
私（
笑
）。
紙
面

で
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
写
真

は
、町
公
式
Ｆ
Ｂ
に
ア
ッ
プ
し
て

い
る
の
で
要
チ
ェ
ッ
ク
で
す
！

　

ち
な
み
に
、現
在
来
年
度
の
広

報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
中（
Ｐ
16
）。

モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
声
は
、私
た
ち

の
原
動
力
で
す
。
ぜ
ひ
ご
意
見
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。 （
酒
井
）

行
会

ってこーわい

　　ってこーわい
「中西絵

え

吏
り

花
か

さん」
イタリアの国際コンクールで
日本人初優勝

No. 137

　遠く離れたイタリアで、オペラ歌手として活躍する
若き日本人―。恵久美出身の中西絵吏花さんです。
　中西さんは、12月6日にイタリアのプーリア州で開
催された国際コンクール、「第3回プレミオテレンツィ
オ」の声楽部門に出場。イタリア、中国やロシアなど
世界各国から集まった出場者を抑え、見事日本人初
優勝を果たしました。さらに、同コンクール審査員に
その実力を認められ、2 ～ 3月にイタリアで行われる
オペラ、ペルボレーン作曲の 「セルヴァパドローナ（奥
様女中）」の主演に抜てき。「舞台を成功させて、自分
が表現できる場を広げたい」と意気込んでいます。
　ピアノ教室を営む母の指導で、3歳からピアノを
始めた中西さん。持ち前の探求心と負けん気でその
才能を開花させ、幼少期から数々のコンクールで入
賞してきました。そんな中西さんが声楽と出会った
のは高校生のとき。広域学習ホールで初めて歌った
ときの喜びは、今でも鮮明に覚えているといいます。
　声だけで勝負する声楽は、とても繊細なもの―。
7年前、知り合いのいない異国の地でゼロからスター
トした中西さんは、外国人との骨格や体格の差に苦
慮しながら自分なりの音楽を追い求めてきました。
　「原石を磨くように、より良い音楽を生涯かけて見
つけていきたい」と目を輝かせる中西さん。これから
もその歩みを止めることはありません。
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広告 広告

掲載場所　裏表紙の最下段
広告料　　20,000 円／枠（1 カ月）
大きさ　    縦 40 ミリ×横 60 ミリ
カラー　    フルカラー

問総務課広報情報係 ☎ 985-4132

有料広告募集中

◦ PROFILE
早稲田大学教育学部卒。同大学院教育
学研究科修士課程修了。東京二期会オペ
ラ研修所本科修了。平成 25 年から単身
イタリアへ渡り、翌年には歴史ある名門、
サンタチェチーリア音楽院の入学試験に
合格。昨年の同院卒業試験では、満場
一致の最高得点をたたき出した（写真㊧）。


